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思いやりと交流で創る　新生文化都市
SHIMOTSUKE-CITY

　

こ
の
度
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま

し
て
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
方
か

ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
引
き
続

き
２
期
目
の
下
野
市
政
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

市
民
の
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
大
き
な
期
待
を
思
う

と
、
そ
の
責
任
の
重
さ
に
、
改
め

て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

今
般
の
選
挙
を
通
じ
、
多
く
の

市
民
の
皆
様
か
ら
市
政
に
対
す
る

様
々
な
ご
意
見
や
ご
要
望
を
い
た

だ
き
、
改
め
て
旧
３
町
ご
と
の
地

域
性
や
住
民
の
思
い
に
違
い
が
あ

る
こ
と
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
４
年
間
、
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
信
頼
と
期
待
に
お
応
え

す
る
た
め
、
市
民
の
皆
様
と
お
約

束
し
た
施
策
を
着
実
に
実
施
し
、

今
ま
で
に
も
増
し
て
誠
心
誠
意
、

下
野
市
発
展
の
た
め
に
精
一
杯
の

努
力
を
重
ね
て
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
私
の
前
任
期
中
の
４
年

間
は
、
繰
上
償
還
の
実
施
等
に
よ

る
財
政
の
健
全
化
を
は
じ
め
、
行

財
政
改
革
に
取
り
組
む
一
方
で
、

厳
し
い
財
政
下
に
お
き
ま
し
て

も
、
将
来
の
下
野
市
に
必
要
と
思

わ
れ
る
「
中
学
３
年
生
ま
で
の
子

ど
も
医
療
費
の
無
料
化
」
や
「
小

学
校
６
年
生
を
対
象
と
し
た
子
宮

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
無
料
接
種
」、

「
市
内
全
小
・
中
学
校
の
耐
震
化
・

補
強
工
事
の
実
施
」
な
ど
、
未
来

を
担
う
子
供
た
ち
が
大
切
に
育
ま

れ
る
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
が
ん
検
診
費
用
の
無

料
化
」
や
「
市
内
全
域
に
光
フ
ァ

イ
バ
ー
網
を
敷
設
す
る
こ
と
に
よ

る
地
域
間
情
報
格
差
の
解
消
」
な

ど
、
市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
安

全
に
暮
ら
せ
る
た
め
の
施
策
に
も

力
を
入
れ
、
更
に
は
、
市
の
一
体

感
の
醸
成
に
全
力
で
取
り
組
み
、

新
市
の
基
礎
づ
く
り
を
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

２
期
目
と
な
り
ま
す
こ
れ
か
ら

の
４
年
間
は
、
第
１
期
４
年
間
の

成
果
と
課
題
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

今
般
の
選
挙
に
お
き
ま
し
て
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
ま
し
た
「
人
・

街
・
暮
ら
し
い
き
い
き
！！
下
野
」

の
実
現
に
向
け
て
、
主
要
政
策
を

基
本
と
し
て
、
10
年
後
の
将
来
、

20
年
後
の
未
来
に
向
か
っ
て
、
心

の「
絆
」
を
育
む
“新
生
文
化
都
市

し
も
つ
け
”
の
全
体
像
づ
く
り
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
引
き
続
き
、
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
最
大
の
効
果

を
生
み
出
す
た
め
の
創
意
工
夫
、

経
費
の
節
減
や
業
務
の
見
直
し
に

よ
り
、
更
な
る
行
財
政
改
革
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
参
画
に
よ
り
“協

働
の
ま
ち
づ
く
り
”
を
積
極
的
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆

様
の
小
さ
な
声
に
も
し
っ
か
り
と

耳
を
傾
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
分
散
庁
舎
の
解
消
の

た
め
の
新
庁
舎
の
建
設
や
市
内
公

共
交
通
の
充
実
な
ど
、
下
野
市
の

お
か
れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、

山
積
し
て
い
る
諸
課
題
に
も
柔
軟

に
対
応
し
な
が
ら
、
総
合
的
な
政

策
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

下
野
市
を
取
り
巻
く
社
会
経
済

情
勢
は
大
変
厳
し
く
、
決
し
て
容

易
に
進
め
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
職
員
と
も
ど
も
知
恵

を
出
し
合
い
、
先
頭
に
立
っ
て
汗

を
か
き
、
市
民
の
皆
様
が
「
住
ん

で
よ
か
っ
た
」・「
住
ん
で
い
る
こ

と
を
誇
り
に
思
え
る
」
と
言
え
る

ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を
傾
注
し
て

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
市
民
の

皆
様
に
は
、
今
後
と
も
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
市
長
就
任

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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広
瀬
市
長　

2
期
目
ス
タ
ー
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就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

下
野
市
長　

広
瀬　

寿
雄

平成22年7月11日執行　下野市長選挙投開票結果
当日有権者数 

候補者氏名 
広　瀬　寿　雄
大　垣　　　隆
無 効 票
計

各候補の得票数（敬称略）

当選 16,688
14,493
502

31,683

得票数

46,896 31,683 67.56％
投票者数 投票率

問い合わせ先 総合政策室　   40-5550

　私たちは、生まれながらの「生物学的性別（身体的特徴）」とは別に、“男
性はこうあるべき”、“女性はこうあるべき”といった、社会通念や慣習にも
とづいた役割や行動、心理的な特性などに男女の違いが多くみられます。
　このように、社会や文化によってつくられた男女の性差を「ジェンダー（社
会的性別）」といいます。ジェンダーは、人が成長する過程で知らず知らず
のうち意識の中に植えつけられていき、日常生活の隅々に溶け込んでいます。

　ジェンダー意識は「男性は仕事、女性は家庭」というように、性別によっ
て役割分担を固定的にする考えに繋がっていくことが数多くあります。
　あなたの周りの男女の役割分担やイメージについて「どうしてかな？」と
疑問をもつことから始め、そこに潜むジェンダーを見つけてみましょう。

知っていますか？この言葉

vol.2vol.2

男女共
同参画社会男女共
同参画社会男女共
同参画社会男女共
同参画社会 ～気付いてる？自分のジェンダー～ジェンダー

平成22年度市政懇談会「市長のいきいきタウントーク」開催

　市民の皆さまが「住んでよかった」と思えるまちづくりを目
指し、一人ひとりの率直な意見・要望・提言を伺い、今後
のまちづくりに反映させるため、市政懇談会を開催します。
　市内３か所の会場で開催しますので、下記の日程の中か
ら都合のよい日にお越しください。
　多くの方のご来場をお待ちしています。ぜひ、ご参加く
ださい。

＜懇談会の内容＞　
○市政の近況報告　○意見交換
　ご意見等は会場にて直接承ります。
※スムーズにお答えできるよう事前にご意見等を提出
していただくこともできます。その場合、住所・氏名・
電話番号・参加予定日を明記のうえ、意見等の内
容を明瞭・簡潔にご記入（様式自由）いただき、
郵送・電子メール・ＦＡＸ・直接持参のいずれか
の方法で総合政策室まで提出してください。〔１０
月１２日（火）【必着】〕事前に提出していただきまし
たご意見等については、当日会場で回答もしくは
後日文書で回答させていただきます。

開　催　日　程

〒329-0492
下野市小金井1127番地
下野市総合政策室
☎40-5550　FAX40-5572
Email info@city.shimotsuke.lg.jp

問い合わせ先 

開催日時

10月14日（木）
午後7時～

保健福祉センターきらら館 検診室
（下野市下古山1220番地）

南河内公民館 ホール
（下野市田中681番地1）

国分寺公民館 大ホール
（下野市小金井1127番地）

10月15日（金）
午後7時～

10月16日（土）
午前10時～

開催場所


